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業績ハイライト
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ー 売上高 ：前期の決算期統一影響により前期比△21％の減収（21年4～6月分との比較で+1％の増収）

ー 営業利益 ：前期の決算期統一影響および資源価格の上昇により前期比△73％の減益（21年4～6月分

との比較で△54％の減収）

（百万円） 22年3月期1Q
＜参考＞

21年4月～6月分 23年3月期1Q 前年同期比
＜参考＞

21年4月～6月分
との比較

売上高 6,674 5,191 5,248 △1,426 +56

営業利益 920 547 252 △668 △296

営業利益率 13.8％ 10.5％ 4.8％ △9.0％ △5.7％

経常利益 965 599 398 △567 △201

親会社株主に帰属する

四半期純利益 672 407 292 △380 △114

※22年3月期1Qは決算期統一のため、在外連結子会社は6ヶ月決算となっております

在外連結子会社を
3ヶ月決算とした場合

在外連結子会社を
3ヶ月決算とした場合

との比較



売上高／営業利益 推移

ー 前年同期比で減収減益（21年4-6月比で増収減益）

ー 直前四半期（22年3月期4Q）比で減収増益
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営業利益の変化要因（前年同期比）

ー 主な減益要因：決算期変更による影響、原材料・エネルギーコスト増

ー 主な増益要因：原価改善活動効果、為替変動の影響（円安による海外子会社の利益増）
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22年3月期1Q（前年同期） 23年3月期1Q（当期）

決算期変更影響分

原材料、エネル
ギーコスト増等

為替変動影響

（百万円）

920

原価改善効果



バランスシートの状況
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資産の部 22年3月末 22年6月末 増減額

流動資産 15,412 16,187 +775

現金及び預金 5,546 6,038 +492

売上債権 4,571 4,838 +267

△貸倒引当金 △7 △7 ±0

棚卸資産 5,089 5,038 △50

その他 213 279 +66

固定資産 19,260 19,466 +206

有形固定資産 18,553 18,789 +236

無形固定資産 93 96 +4

投資その他の資産 613 581 △33

資産合計 34,672 35,654 +981

負債・純資産の部 22年3月末 22年6月末 増減額

流動負債 6,552 6,991 +440

仕入債務 2,164 1,991 △173

短期借入金 2,591 3,014 +422

一年以内返済予定
の長期借入金

297 305 +9

その他 1,500 1,681 +181

固定負債 759 739 △20

長期借入金 295 240 △55

その他 464 499 +35

負債合計 7,311 7,730 +420

純資産 27,362 27,923 +562

負債・純資産合計 34,672 35,654 +981

ー 借入金の増加により負債が約4億円増加

ー 自己資本比率77.0％
（百万円）
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本資料に記載されております業績の見通し等の数値につきましては、現在

入手可能な情報に基づき作成しております。

今後発生する経営環境の変化等により実際の業績が大きく予想と異なる可

能性がありますので、投資等の判断材料として全面的に依拠されることは

差し控えて頂きますようお願いいたします。

また、今後予告なしに見通し数値が変更されることがあります。

本資料の情報の使用による結果について、弊社は何ら責任を負うものでは

ございませんのでご了承下さい。

お問合せ先

フジオーゼックス株式会社

TEL

E-mail

0537‐35‐5847

fuji@oozx.co.jp
経営企画部


